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１．研究の目的
サルボウガイ浮遊幼生の動態を把握し、環境

条件との関係を明らかにすることで天然採苗の
採苗効率の向上を目指す。また、人工種苗生産
試験、種苗放流試験においてそれぞれ最適な飼
育条件、放流条件を明らかにする。
２．研究方法
（１）浮遊幼生
浮遊幼生の調査は、意東沖の定点において

７～９月に約１週間の間隔で実施した。深度
０．５～１m毎に１層当たり２５０l ずつ採水し、１００
μmのプランクトンネットでろ過後、モノク
ローナル抗体を用いてサルボウガイ幼生を計数
した。また、同じ定点において、約２週間毎に
パールネットに古網を入れた採苗器を深度
０．５～１m毎に設置し、２週間後に回収して付着
した二枚貝の種を同定、計数した。
（２）人工種苗生産
０．５t、３tおよび５tの水槽を用いて人工種苗
生産試験を実施した。採卵は６月下旬から７月
上旬に実施し、得られた稚貝を７月下旬から８
月上旬に中海の水深６mの地点（垂下深度は
２～４m）に設置した延縄式の施設に沖出しし
た。約４ヶ月後の１１月下旬に全て取り上げて
計数した。
（３）種苗放流試験
８月上旬に平成２１年度産の種苗５６，０００個

（平均殻長２３mm）を江島沖、意東沖、本庄水
域３地点の計５地点にスキューバ潜水により放
流した。放流後１ヵ月後、６ヵ月後にスキュー
バ潜水により追跡調査を実施した。
３．研究結果
（１）浮遊幼生
浮遊幼生の調査では、サルボウガイ幼生は

７月上旬から出現し、その盛期は７月下旬～８
月中旬であった。採苗器では、７月下旬～８月
上旬にかけて５，０００個／袋を超える稚貝が採集
され、浮遊幼生調査結果とほぼ一致した。深度
別に採集した浮遊幼生と採苗器における稚貝の
採集数の結果から、サルボウガイ幼生は塩分躍

層付近の２．５～３．５mに偏って分布しているこ
とがわかった。また、深度別の付着生物を見る
と、水深１～２mはホトトギスガイ、ナミマガ
シワ、フジツボが、３mはサルボウガイが優占
し、塩分躍層下部の４mでは付着生物の付着量
は著しく減少することが分かった。効率的に稚
貝を採苗するためには、サルボウガイ幼生が優
占する深度に正確に採苗器を設置することが重
要であると考えられた。
（２）人工種苗生産
陸上水槽における各水槽の平均生残率は

２７％と良好で、取り上げ個数は５８９万個（平
均殻長１mm）であった。沖出し後の１１月に平
均殻長１１mmの稚貝約３６１万個を取り上げた。
このうち沖出し後に付着した天然種苗を除く人
工種苗は２６４万個で、沖出しからの生残率は
４５％と推定された。人工種苗と天然種苗の割
合は、沖出し１ヶ月後の両者の殻長組成の違い
から推定した。
（３）種苗放流試験
江島沖の放流点については放流後に放流基点

を示す標識が移動したため十分な調査が出来な
かったが、意東沖および本庄水域の３地点につ
いては放流個体を確認した。本庄水域の放流個
体の推定生残率は海水の流入地点から遠くなる
程低くなる傾向にあり、サルボウガイの分布と
関係の深い環境条件（底泥中の硫化水素濃度）
との関係が示唆された。
放流６ヶ月後の２月における放流個体の推定

生残率は、意東沖で１３％、本庄水域で１５～７９％
となった。このうち最も高い生残率を示した本
庄水域の放流点では、平均殻長が３７mmと良
好な成長を示したことから、この場所では放流
効果が見込めることが推察された。
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